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水稲で、の重窒素LPコート試験

1. はじめに

樹脂被覆尿素 (LP 100)を用いた水稲基肥一

団施肥法は昭和61年度岩手県の普及指導上の参考

事項とし， BB方式で速効性窒素(N成分で 3割〉

及び燐酸，加里を配合して販売された。その後こ

の肥料は全層施肥でも側条施肥でも販売実績が年

々増加傾向にあり，農家の必要を満足したもので

あることが実証されている。この理由として，基

肥に入れるだけで追肥がいっさい省略できるこ

と， しかも平成 3年度のような通常の栄養診断で

は追肥の判定が困難な年でも効果を発揮するこ

と，そして地力が低い水田での効果が特に大きい

こと等の特徴が，今後求められる省力や規模拡大

稲作にも対応できる内容となっているためであろ

う。

一方，農業においても近年環境問題が重要なテ

ーマとなり， LISA (Low lnput Sustainable Ag-

riculture)の推進が叫ばれている中で，本施肥法

も今後環境との関係が重要となりつつある。かつ

て側条施肥が，根の近くに肥料を集中させるため

利用率が高く，環境汚染を少なくできるとの知見

岩手県農業試験場

環境部施肥改善科長

小野剛志

をもとに湖沼の汚染対策として普及された。 LP

コートについても重窒素入り LPが開発されたこ

とにより，施肥窒素の利用率解析が可能となっ

7こO

今回は重窒素ラベルの LP100と硫安を用い，

岩手県江刺市の褐色低地土と滝沢の黒ボク土で全

層施肥で 3か年検討した結果を紹介する。

2. 硫安と LP 100単体での利用率比較(昭和62

年度〉

昭和62年度は高温，多照の気象条件で作況指数

107の良好年であった。試験は岩手県江刺市にあ

る岩手農試県南分場で実施した。土壌型は褐色低

地土で，イナワラは搬出し，牛厩肥が毎年1.2 t 

施用されている水田である。

重窒素 (3.04atom%)でラベルしたLPI00と

硫安単体をそれぞれ 5月13日基肥にN5 kg/10 a 

施肥し，稚苗ササニシキを 5月14日に移植した。

燐酸と加里は慣行量全面全層基肥施用とし，窒素

のみ鉄枠内 (0.27及び 1trl)全層施肥で，枠外は

無窒素とした。硫安区のみ重窒素硫安(5.16atom 

%)の幼穂形成期N2 kg/10 a追肥区を設けた。
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3. 江戸文化の生んだ商品肥料(1)

S 東北地方でのロング施用による
水稲無追肥育苗法の普及状況.........................................................7 : 

(育苗肥料とロングの併用による追肥省略での健苗技術)
その 2使用実態の調査結果と応用的な使用方法及び新技術の開発展望 i 
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生育時期別に稲体を採取し，稲体乾物を硫酸- 施肥窒素全体では2.27kg/l0 a吸収され，利用率
過酸化水素水分解後，ケルダール法により窒素濃 は32%であった。水稲吸収全窒素11.2kg/10 aか
度を定量した。窒素定量液を加熱濃縮し，昭光通 ら，土壌窒素は 8.9kg/10 a吸収され，水稲の全
商のマススペクトル法で重窒素濃度を依頼分析 吸収窒素に対する割合は80%であった。
し，施肥窒素と土壌窒素の割合を求めた。窒素利 一方， L P100による窒素吸収パターンを図 2
用率は施肥量に対する水稲の吸収施肥窒素量割合 に示した。同一施肥量のため LP区が硫安区より
を求めたが， LP肥料は徐々に溶出するため，移 も窒素濃度が高く推移し，吸収量も硫安区に優っ
植直後に LP単体を困場埋設し，時期別に取り出 た。最終的に水稲が吸収した窒素は12.8kg/10 a 
して LP粒内の残存窒素分析値から溶出割合を計 で，そのうち 4.1kg/10aが施肥窒素に由来し
算し，溶出成分量に対する利用率も計算した。 た。利用率は81労であったが， L P100の溶出は

硫安による窒素吸収パターンを図 1に示した。 収穫期に92%であったため，溶出窒素に対する利
基肥硫安は幼形期までに1.19k9吸収され，利用率 用率は88.2%であった。土壌窒素の吸収は 8.7kg
は24%であった。一方追肥はN2kg/山のうち /10aで，水稲の全吸収窒素に対する割合は68%
最大1.35kgが吸収され，利用率は68~杉であった。 であった。

図 1 昭和62年度，硫安区水稲窒素吸収パターン 3. L P N 70%，硫安 N30 

必配合肥料での利用率

(昭和63年度〉

昭和63年度は作況指数85

の著しい不良年であった。

試験圃場及び品種は前年度

と同様であるが，牛厩肥無

施用とした。

県内で市販されている基

肥一団施肥用 LP配合肥料

に合わせ， L P100態の窒
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素割合を70%とし， N 6 kg 

/10a基肥施用とした。従

って LP100はN4.2kg/10

a，硫安は N1. 8kg/10 a 

の配合となる。重窒素ラベ

ル LP100と無ラベル硫安

区，無ラベル LP100とラ

ベル硫安の 2処理区を設

け，区の合成で LP配合肥

料の吸収を検討した。

図 3に LP100と硫安に

よる窒素吸収パターン合成

図を示した。基肥窒素は硫

安で0.4kg，LP100で 2.6

kg吸収され，利用率は各々

23%と63%であった。ただ

し LP100の溶出に対する
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日数
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第三種郵便物認可 (3) 

利用率は68%である。前年(昭和62年〉より LP は岩手山に由来するアロフェン質黒ボク土で，イ

の利用率が下がった原因は，冷害気象により生育 ナワラは搬出し，牛厩肥が毎年1.5 t施用されて

及び吸肥力の低下が影響したものと思われる。配 いる水田である。重窒素ラベル LP 100(3.00 atom 

合窒素肥料全体では 3.1kg/10aが吸収され，利 %)と硫安 (3.02atom%)単体を基肥に滝沢地区

用率は51%であり，前年度の硫安と LP100単体 の標準である N10kg/10a各々施肥し，いずれも

の中間的な値であった。土壌窒素は 7.7kg/10 a 無追肥とした。なお基肥量が江刺の 2倍以上高い

吸収された計算となり，水稲の全吸収窒素10.8kg のは，この黒ボク土の地力窒素発現がきわめて低

/10aに対する割合は71.6%でこれも前年度の硫 いためである。品種は中苗あきたこまちを用い，

安と LP100単体の中間的な値であった。 5月17日に移植した。

4. 黒ボク土での硫安と LP 100単体利用率比較 結果を図 4と5に示した。 LP区の窒素吸収は

(平成 2年度〉 旺盛であり，水稲吸収全窒素が同じ施肥量の硫安

平成 2年度は昭和62年度と同様な高温，多照の 区より1.5倍も上回った。 LP区の施肥窒素利用

気象条件で作況指数 106の良好年であった。試験 率も66%で昭和63年度主類似した値となり，硫安

は岩手県滝沢村の岩手農試本場で実施した。土壌 区の255ぢに優った。土壌窒素はいずれも 8kg/10 

図3昭和63年度， L P 7割配合肥料による水稲窒素吸収パターン(合成図) a前後で大差がなかった

叶I _---:~ 壌窒素の割合は LP区が約

が，全窒素吸収に占める土
10.8 

54労，硫安区が約81労で，
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図 4 平成元年度，硫安区水稲窒素吸収パターン
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LP区が低かった。

5. 考察

3年間の試験結果をまと

めて表に示した。水稲が吸

収する窒素のうち施肥窒素

がしめる分は 2，...__4割で，

いずれの試験でも土壌窒素

の割合が高い。しかし速効

性の硫安と LPを比較する

と以下の事が言える。

第一点として LP100の

利用率が速効性の硫安に比

べ極めて高いことである。

これは施肥窒素の多くが作

物に吸収利用されるため，

脱窒や流亡による環境汚染

が極めて低いことを意味す

る。第二点として水稲吸収

全窒素に対する施肥窒素割

合は硫安よりも LPの方が

高いことである。これは逆

にLP肥料で栽培すると土

壌窒素への依存度が相対的

に低くなるといえる。第三
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表 L P肥料による由来別窒素割合と施肥窒素利用率の違い(まとめ〉

施肥量 総窒素 同左由来割合
年次 土壌型 肥料の種類 (kgN/10a) 吸収量 一(%)一 利用率*

基肥+追肥 (kg/10a) 施肥 地力 (%) 

昭和 硫安 5+2 11.2 20 80 32 

62年
褐色低地土

32 81(88) LP100 5 12.8 68 

硫安+LP 6 10.8 28 72 51 
昭和

褐色低地土 内硫安 1.8 23 
63年

内 LP 4.2 63(68) 

平成 多湿 硫安 10 10.4 24 76 25 

2年 黒ボク土 LP100 10 15.6 42 58 66 (93) 

*施肥窒素利用率の括弧内の数字はLPの溶mに対する利用率。

但し平成 2年度は埋設試験を行なわなかったため、地温による推定溶出量より計算。

らの吸収が低く抑えられる

可能性がある O 本試験の結

果より見て基肥 1団施肥法

は減肥が可能であり，また

今後の食味や環境問題との

からみで減肥が更に重要に

なる。現在岩手県では本方

式で慣行窒素量の10'"'-"30%

減肥を行っているが，土壌

によっては更に減肥の可能

性があると考えられる。

6. まとめ

L P100を用いた水稲基

肥一団施肥法の窒素利用率

を重窒素ラベルの LP100 

と硫安を用い，江刺市の褐

色低地土と滝沢の黒ボク土

で検討した。その結果，本

方式は施肥窒素の利用率が

高く，相対的に水稲が吸収

する土壌窒素の割合が低く

なること，また同一施肥量

では水稲吸収窒素が速効性

窒素よりも増えることよ

り，減肥の重要性が明らか

になった。
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本稿内容は初出が東北農

点として同一基肥量では水稲の吸収する全窒素量

が速効性窒素よりも LP肥料で大きいことであ

る。この傾向は通常栽培では地力窒素発現が少な

い黒ボク土で著しく，通常の施肥管理では出てこ

ない地力窒素を引き出しているとも考えられる。

またこのことは慣行基肥量が多い滝沢の黒ボク土

のような土で基肥 1回施肥の増収効果が大きいと

いうこれま、での結果とも符合する。

業研究44巻(1991)である。試験の一部を担当頂い

た高橋政夫岩手農試専門研究員，重窒素LPを提
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本試験においては同一基肥量で LP100と硫安

を比較したが，昭和62，平成 2両年度とも LP

100区の水稲窒素吸収量が多かったため，土壌窒

素吸収量そのものは LPI00と硫安で差が小さか

った。しかし今後減肥により LP区の窒素吸収を

J速効性窒素並に抑えた場合には，逆に地力窒素か


